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１．概要

福井港海岸では、冬期風浪による侵食により護岸前面の消波ブロックの飛散や越波による護岸の陥没など

が発生している。そのため護岸背後の国家石油備蓄基地や工業団地をはじめとする、国民の生命・財産を守

り国土保全を図るため、離岸堤による侵食対策及び護岸（改良）による吸出し・液状化防止対策が、平成１

６年度に直轄海岸整備事業として採択されている。

２．実証実験の目的

実証実験の目的は、吸出し箇所の特定及び吸出し対策工法が機能しているかを検証する事である。

①吸出し防止工法の選定

過去の吸出しによる陥没の発生状況等から、主な吸出し箇所をケーソン目地部からと考え以下の対策工法

を実施した。

目地部遮断工法：圧力伝達の阻止と背後土砂の抜け出しを防止するために、目地部を遮断（固化）する。

圧力消散工法：裏込石と同等の効果を得るために、ケーソン前面より伝達される波圧の消散を目的とした

間隙を有するものを目地部に設ける。各対策工法を図－１～２に示す。

図－１ 目地部遮断工法

図－２ 圧力消散工法
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工法名称

概要図

工法概要

第３案　鋼矢板工法＋薬液注入工法＋袋詰め玉石工法 第４案　防砂シート工法＋薬液注入工法＋袋詰め玉石工法
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L=1.0m(-5.5～-4.5)

防砂シート

・置換工法(袋詰め玉石)により圧力消散を期待する。
・袋詰め玉石投入前に防砂シートを敷設することで，袋詰め玉石の間隙部への土砂流入を防止する。
・置換工法は，捨石およびケーソンと密着施工が出来ないため，薬液注入工法を併用し隙間からの土砂漏出

を防止する。

・目地部周辺に限定して,透過波圧の消散のためのﾌｨﾙﾀｰを設け,土砂内への圧力伝達を小さくし,背後土砂の

抜出し防止を図る。

・前面波圧の透過による圧力は,フィルターを通して管理用通路部の水叩き舗装に設置したグレーチングより

エア(圧)抜きする。
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・目地部周辺に限定して,高圧噴射撹拌工法にて土砂を固化する。
・目地部に鋼矢板を打設し,改良体の流出防止と直接圧力が作用するのを防止する。

・目地部周辺に限定して,土砂の固化処理を行う。
・改良体下端に未改良部が残らないよう薬液注入工法により瞬結ﾀｲﾌﾟの薬液を注入する。

第１案　鋼矢板工法＋高圧噴射撹拌工法（下端改良型） 第２案　鋼矢板工法＋高圧噴射撹拌工法＋薬液注入工法工法名称

概要図

工法概要 ・改良体下端に未改良部が残らないようﾛｯﾄﾞ先端の ﾉｽﾞﾙの噴射角を15度程度下向きに改良する。
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②吸出し防止効果の確認方法

間隙水圧計を護岸の前面、対策工の背後および目地部未改良区間に設置し観測データを比較することによ

り吸出し防止効果を確認する。間隙水圧計設置箇所を図－３～４に示す。

図－３ 間隙水圧計設置平面図

図－４ 間隙水圧計設置断面図

３．実証実験結果

第３案では、圧力伝達経路が目地部に限定されるように設置した消散孔内において、圧力変動がほとんど

。 （ ） 、 、生じていなかった これに対し矢板背後 圧力消散孔外 の土中では ケーソン前面の間隙水圧に比例して

圧力変動が生じていることが確認された。このことから圧力が基礎マウンドを通して、背後土中に伝達され

たことが考えられる。

一方、第２案施工箇所では、目地改良前に確認されていた圧力変動が目地改良後にはほとんど発生してい

ないことから、目地部からも圧力伝達があるものと考えられる。間隙水圧計の観測結果を図－５に示す。

図－５ 間隙水圧計観測結果

今回の観測では吸出し箇所の特定はできなかったが、背後の圧力変動が小さいほど吸出しの可能性は低い

と考えられ、各工法とも未改良区間に比べ圧力変動が小さくなっていることから、目地部からの吸出し防止

には効果があることが確認された。

観測データについては現在も解析中であり、目地部からの吸出し防止の最適工法の選定と基礎マウンドか

らの吸出し防止については、別途予定されている液状化防止対策と合わせて再度検討していきたい。
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＜高波浪時(2008年1月24日，20：00)の間隙水圧波形について＞
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